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第 1回高森町景観計画策定委員会 会議録 

 

日 時：平成 28 年 6月 2日（木） 

15 時 00 分～16 時 20 分 

場 所：高森町役場 大会議室 

出席者：委員 19 人 

事務局 5 人 

 

1. 開 会 

《事務局》 

皆さまお忙しい中お集まりいただきありがとうございます。ただ今より第１回高森町景観計

画策定委員会を始めさせていただきます。開会に先立ちまして、経営企画課長の壬生よりご挨

拶を申し上げます。 

 

2. あいさつ 

《経営企画課長》 

皆さま、こんにちは。経営企画課長の壬生照玄と申します。よろしくお願い申し上げます。

本日はお忙しい中お集まりいただきありがとうございます。景観計画策定について若干触れな

がら、ご挨拶をさせていただきます。 

御存じのように 2027 年にはリニア中央新幹線が長野県の飯伊地区に開通するということで、

この計画について 3年ほど前から、まず高森町の土地利用をどのように進めようかという形で、

概ね 2 年をかけ土地利用計画を策定しました。その中でワークショップ（検討会）などを実施

し、町民の皆さまのご意見を聴く中、各地区から高森町から見る眺め、風景、町並みなどの景

観をどのように守っていくかのご意見を多くいただきました。 

土地をどのように利用するのかというよりは、景観をどのように守るかとの意見が非常に多

かったというのがあります。 

それに加えまして、熊谷町長の 3 期目の公約として高森町を景観行政団体に移行していくと

いうものがあります。町としては土地利用や、それに引き続き景観に対しても町としての基本

的な方針やスタイルを決める必要があります。その為に景観計画の策定についてすすめていく

ことを予定しています。 

景観計画というのは眺めや町並みなどを守り、作っていくことになります。当然すでに決め

られている県が持っている景観計画があり、また牛牧地区と上市田地区には景観形成住民協定

が存在しております。当然、町が景観計画を策定するにあたっては、県の計画と連携を図りな

がら策定し、更に看板などの屋外広告物や町が施行する工事などにもいろいろな影響を及ぼす

重要な計画となります。 

景観計画は、策定は法的には義務付けられていませんが、策定方法が定められている計画で

すので、最後の協議で県とのすり合わせ等を行うと、概ね２年間程かかる予定となっています。 

皆さまには今年度の 1 年間に重点的にご協議いただき、景観についてのある程度の概要を決

めていただきたく思っています。非常に短い期間ですが、高森町役場、経営企画課の考えとし

まして、会議は必ず 2 時間以内と決めています。1 回の会議は頭の働く 2 時間の中できちんと

終わらせながら、必要に応じて次の会議への方向性を持っていくよう考えております。 
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本日は初めての顔合わせとなりますので、これまで決まっている土地利用への対応や、配布

しました資料の説明が中心となります。 

皆さまにはご自由に発言をしていただき、高森町の将来について語っていただけるような機

会になればと思います。是非よろしくお願いいたします。ご挨拶とさせていただきます。 

 

3. 自己紹介 

《事務局》 

それでは、委員の皆さまから自己紹介をお願いしたいと思います。名簿の順番にてお願いし

ます。 

(委員・事務局より自己紹介) 

 

《事務局》 

ありがとうございます。それでは、委員の皆さまに委嘱をさせていただきたいと思います。 

4. 委員長・副委員長の選出 

《事務局》 

続きまして、この策定委員会の会長および副会長の選任を行いたいと思いますが、ご意見な

どありますか。 

事務局の案を提案させていただきます。景観形成住民協定地区の牛牧地区長様に委員長をお

願いし、また上市田地区の副区長様に副委員長をお願いしたいと思いますがいかがでしょうか。 

 

《一同》 

異議なし。 

 

《事務局》 

皆さまのご賛同をいただきましたのでお二人に委嘱をさせていただきたいと思います。 

(委員長より挨拶) 

(副委員長より挨拶) 

 

《事務局》 

続きまして、5.協議事項に移ります。 

本日の議長は経営企画課長が進めさせていただきます。 
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5. 協議事項 

（1）景観計画の内容について 

《事務局》 

景観計画が内容について、どのようなものか分からないと作業に入れませんので、まず資料

説明をさせていただきます。その後質疑応答に入らせていただきます。 

（添付資料の説明） 

   ・直近に施行した南箕輪村の「景観計画概要版」、県の「景観育成計画概要版」、地域総合

計画が策定に関与した山ノ内町（Ｈ25 施行）の景観計画を示し、どの様なものを作って

いくかを委員にイメージしていただく。県の「景観育成計画」を基にしつつ、高森町ら

しさを加えていく。 

（資料１説明） 

   ・リニア開通や人口減少・少子高齢化の対応を踏まえ、「第 6次まちづくりプラン」や「日

本一のしあわせタウン総合戦略」を策定した。また、乱開発の防止や土地利用の方向性

のあり方を示すため、「高森町土地利用計画」をＨ27 年度策定した。土地利用計画策定

の中で、景観について高森町の風景を守ることが必要との声があり、守るべき景観を具

体的にするため、景観計画を策定する旨、説明。 

   ・景観計画の構成、景観法等の法律関係について説明。 

   ・景観計画を策定し、景観行政団体へ移行する手続きを進めることになるが、近隣では飯

田市のみが景観行政団体になっている。 

 

質疑応答 

《事務局》 

景観計画の内容、作るもののイメージが出来たのではと思いますので、ここまでで意見・ご

質問等あるようでしたらお願い致します。 
 

《委員》 

計画を策定していく段階で住民の方に周知し、理解をしていただくというのが大切です。 

規模や大きさ等、住民の方のコンセンサス（合意）を得ないと出来ていかないと思いますが、

住民の方への根回しを作るということはされていますか。 

 

《事務局》 

町として景観計画を策定することについては、一つには町長の公約となっておりそれが信任

を得て、町長として当選をしています。それがまず一つです。 

もうひとつとして、昨日区長会を開催し、各区民の皆さまに景観計画を作るという事でスケ

ジュール表をお渡しし、周知をお願いしました。 

今後ケーブルテレビなどで景観計画とはどんなものかという内容を知らせる番組を作成し流

す予定です。 

 

《委員》 

策定委員会と同時並行で周知を行っていくということですね。 
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《事務局》 

そうです。 

では、先にどのような手順・スケジュールで進めるかの説明をさせていただきます。 

（2）景観計画策定の手順・スケジュールについて 

(資料１ P5 景観行政団体移行の流れの説明) 

 ・「景観行政団体移行の流れ」の中で市町村の「検討委員会・協議会」にあたるものが、こ

の策定委員会となる。 

 ・町民アンケート調査は、今年の 1 月～2 月にかけて実施済み。今後町民の皆さまに周知

をしながら策定を進めていく。 

 ・この委員会では、土地利用計画の策定時に行った地区別ワークショップ（検討会）の視

点とアンケートの結果から基本方針をまとめ、景観のゾーニング（区域）を設定し、そ

れぞれについて方向性を決めていく。 

 ・9月 20 日から始まるまちづくり懇談会でたたき台を示し、町民の皆さまからご意見をい

ただくよう、9 月までに必須事項についてはまとめたい。その後、まちづくり懇談会で

いただいたご意見も参考に内容をまとめ、来年、2～3月頃に意見募集を行い、今年度中

に景観計画（素案）をまとめたい。それまでは、月 1～2回程度の委員会をお願いしたい。 

 ・平成 29年度は、県との協議や手続きが中心となり、その経過報告を行っていく。会議は、

ぐっと減る見込み。 

 

《事務局》 

スケジュールを説明させていただきました。これはあくまでもスケジュールであり、皆さま

の協議によっては濃い内容となったりする場合もあり、県で決められている枠の中にいろいろ

な言葉を納めるだけの作業ではありません。 

話し合いの内容が濃くなった場合この予定が遅れることは十分想定されますのでお願いしま

す。早まるということは多分ないと予想します。 

まちづくり懇談会については、21 地区を私達が回らせていただいていますが、その場面にお

いては「この部分までを提示しなければならない」ということを私たちが決めているわけでは

ないので、先ほど話がでたようにこの場面も景観計画を作って行く広報の一つであり、町民の

方々にこんなことをやっていることを周知してご意見を頂く場面の一つと考えています。その

ような時間軸で考えてください。 

ただ、先延ばししていくのが必ずしもよいとは思いませんので、目標を持って今年度中には

ある程度の形に仕上げてしまうのが方向性として一番良いと判断をしています。 

場合によっては月 2 回以上に会議を増やす必要が出るかもしれません。9 月以降、どのよう

に会議の予定が入るかの予想は今の段階では出来ないので、ご協力をいただきたいと思います。 

 

スケジュール的なことでご質問はありますか。 

では、続きまして土地利用計画の説明をいたします。 

 

（3）その他 

 (資料 土地利用計画ゾーニング（区域）図の説明) 
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続きまして昨年の町民アンケート結果の説明をいたします。 

 

 (資料 2 高森町景観に関するアンケート結果説明) 

 

《事務局》 

本日はこの資料説明までを予定しておりました。 

次回以降の進め方ですが、高森町の目指す景観とはどういうものなのかを一度皆さまでご議

論を頂く機会を設けたいと思います。その際の参考となる資料としてアンケートの結果などを

お配りしましたので、次回までにご覧いただきたいと思います。 

 

では、全体を通しての質問などございますか。 

 

質疑応答 

《委員》 

昨年の高森町の土地利用計画を策定するにあたり、委員会を設けて 2 年間をかけて策定をし

ていただきました。先ほど示されたゾーニング（区域）図を作るという結果までに至っていま

すが、委員会の委員の皆さまは机上で計画を策定されたのですか。地域を実際に見て回られる

ことはありましたか。 

 

《事務局》 

実際に見て回りました。最初にワークショップ（検討会）を行い、その際に色々な地区から

たくさんのご意見がでました。「この場所はこんなに良い所です。」、「この地区はこのようにし

た方がよいのではないか。」等の意見です。意見の中で出てきた場所のいくつかを抽出し、現場

に視察に行きました。現場では、「ここからの眺めはこのようにした方がいい。」、「この農地は

大事にした方がいい。」などの話をした結果、最終的にこのような図を作りました。 

 

《委員》 

私達にもそのような現場視察の機会は予定としてあるのですか。 

 

《事務局》 

実際に計画策定をしていく中で、そのような視察のご要望があれば組み入れます。またその

ようなご要望がでることは予定しています。 

あえて事務局からではなく委員の皆さまから「是非あの場所に視察に行きたい。」などのご意

見をいただきたいです。 

また最終的には屋外広告物や、建物の形状、色などは現場で見ないと分からないので現場の

視察は考えています。 

 

《委員》 

土地利用計画を策定された委員会の委員の方は今回の委員会の中に入っていますか。 

 

《事務局》 

2 人おられます。 
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《委員》 

土地利用計画策定までに 2 年間を費やし、なおかつ町内の現場を見ているのであれば、その

際に検討をした方が今回の景観計画の策定をやるべきだと思います。逆に無駄になってしまう

のではないですか。そこまで積み上げたのであるならば、その人たちが最終的に今回の景観計

画も行うのが理想的だと思いますが如何ですか。 

 

《事務局》 

まちづくり基本条例からまちづくりプラン、土地利用計画まで非常に長い年数をお世話にな

った皆さまで、もちろんその委員の方にお願いすることも考えましたが、少し休憩を入れたい

との皆さまの強い希望がありました。事務局としては、そこでいただいたご意見はきちんと積

み上げていますので、委員が新しくなると、時間もかかり、同じことの繰り返しになる可能性

はありますが、違った委員の方のご意見も伺いながら進めたいと思いますので是非よろしくお

願いいたします。 

 

《委員》 

私も、その 2 年間に委員を務められた皆さまを存じており、きちんと蓄積が出来ており、と

てもよい委員会だったとの印象があります。是非その際の知識、経験を活かしてほしいと思っ

ていたところで、本日どのような委員の方が参集されるのか大変興味がありました。 

 

《事務局》 

お声掛けした委員も何人かおられるのですが、5 年間という長い期間、町の計画策定にご尽

力を頂いたので、その委員の方からも休憩をしたいという申し入れもあり、また、町としても

申し訳ないという気持ちもありました。 

今までこんな意見があったというのは当然町として持っていますので、今までにない新しい

発想で是非ご意見をいただきたいと思います。 

 

《委員》 

実際に景観計画を作られたパンフレットを頂いたのですが、飯田市で最初に住民協定を策定

したのが育良町で、その際私も委員として加わりました。後に作られた他の地区もこの育良町

が基になっていると思います。参考資料に育良町の住民協定の資料も加えていただきたいです。 

 

《事務局》 

分かりました。それでは飯田市育良町の資料は県や飯田市に問い合わせて手配します。他に

も他市町村の資料が必要との要望があればおっしゃってください。 

 

《委員》 

今後、高森町に非常に大きな企業や大学等を作りたいという要望や、その候補地になった場

合、高森町はどのような方向に進むのでしょうか。拒否して原風景を守って行くのか、それと

も大きな企業を許可するのか、どうするつもりなのでしょうか。 

計画に原風景を守り保存すると記載された場合、現実との相違はどうするのでしょうか。 

リニア開通を足がかりにし、新たなまちづくりをしようとしているのか、どのように思い描
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いておられるのか私には全くわかりません。作ってしまったら動きが取れなくなりませんか。 

 

《事務局》 

逆の発想もあり、例えばこの委員会の皆さまで、「土地利用計画では広域農道の沿線はおもて

なしの沿道となっているが、もっとおもてなしという意味合いなら大型商業施設の誘致などを

すれば良いのではないか。」等という発想もあれば、それは一つのご意見として頂いて、どのよ

うな方向にもっていくかをこの場で協議すればまだまだ間に合う事ではないかと思います。 

 

《委員》 

しかし、リニア開通後はまだまだ暗中模索でありほぼ白紙状態です。今回、景観計画を策定

し、その後万が一その計画を崩すことになった場合に町民の方にどのように説明をするのでし

ょうか。 

またもう一点ですが、アンケートの回答では町民のご意見は大切な材料になると思います。

しかしこの中では若い人たちはほとんど回答をしていません。つまり、景観を残したいとかこ

ういうようになって欲しいなどの希望や意見は、ほとんどが私達を含めた 40 代以降の高齢の

方々の意見です。これからの高森町を背負っていく若い人たちの意見をもう少し反映していく

べきではないでしょうか。 

 

《事務局》 

まず基本的に景観計画で、ある程度定めたことは当然守るべき町の将来の方向性を示してい

るので、例えば農用地域でやって行くという様な方向性を出した時に、大企業や大学の立地計

画を打診されても町としては受け入れられません。 

町の計画が町民の皆さまに知られる前でも、町の段階でその計画は排除して「その場所では

無理です。その代りに他のところ、例えばこのところでは誘致できます」という話はあるかも

しれません。 

景観計画でも土地利用計画でも、とても重要な案になるので、将来像と照らし合わせて色々

考える必要があります。 

一方、改訂をすることはできます。計画の見直しは必ず必要な事なので、例えば見直し期間

をどこに持っていくのか、計画内容をどのように強化していくのかは考えられます。一生の計

画になるというようなリスクを委員の皆さまに負っていただく必要はありません。ある程度柔

らかく、必要なものは必要な時に変えていくという柔軟性は大事です。 

景観計画の場合は県の計画もあり、変更する場合に関係機関と協議をしなければならないと

いった手続き上の問題もありますが、計画を評価するという段階を踏んで、次の状態に変えて

いくことが必要です。 

二つ目の問題点ですが、景観計画に限らず、若い方のご意見を聞くのが行政的に難しいとい

う悩みも確かにあります。 

今回も地元の企業へ「是非、若い女性の方を委員に出していただきたい。」というお願いをし

ました。また、子育て支援センターへも「子育て中の女性で委員になっていただける方はいま

せんか。」という打診をしました。しかし、広報をかけても集まらず、アンケートをしても若い

方からの回答が少なく、難しいと感じています。 

色々と対策はあるとは思います。例えば、現に、もう一世代下の高校生に「高森町の若い方

を集めて何かやろう」という提案をしています。また、飯田女子短大の生徒に高森町の広報大
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使になってもらったりしています。 

その世代に声がけをし、行政の仕事に興味を持ってもらい、まちづくりに繋げていきたいと

考えていますが、それにはもう数年の時間が掛かると思います。 

これまで若い人たちに浸透するような行政運営をしてこなかった役場職員の責任もあります。

また学業、学習をする中に、地域の課題解決に結びつくものが無かったという問題もあったと

思います。長い目で見ながら参加していただくしかないと思っています。何か良い方法があれ

ばご提案下さい。 

 

《委員》 

景観計画は私達が中心となってやっていかなければならない事ではありますが、やはり若い

世代に何を残せるかを考えて、意識をして取り組んでいく必要があると思います。 

 

《事務局》 

今、女子短大の生徒を「高森町わかもの特命係」として任命しているので、その生徒たちに

この場に来てもらい、意見を言える場所を作ったり、高校生にも高森町についての意見を言え

るように、景観をからめて考えていこうと思います。 

その他ご意見はありますか。 

 

《委員》 

参考として景観計画の資料がありますが、最終的にはこの資料のようなものを我々も策定す

るのですか。(会議の進め方を含めて)もう少し柔らかくできないものなのでしょうか。 

 

《事務局》 

会議は楽しくやっていきたいと思っています。ただ、まとめる作業の段階で難しい内容もあ

るかとは思います。難しくまとめるのは、事務局の仕事と思ってください。 

 

《委員》 

土地利用計画のゾーニング（区域設定）の図で優良農地保全ゾーンとしてゾーニング（区域

設定）がされているところがありますが、今の我々の世代は良いのですが、後継者が全然出て

こないところがほとんどです。今の優良農地が耕作放棄地に将来転じてしまう恐れがあります。

ゾーニング（区域設定）をした際に各地区の持っている特性は考慮されているのですか。 

 

《事務局》 

土地利用の段階で地区の特性を考慮しています。７区(牛牧・大島山・出原・山吹・吉田・上

市田・下市田)毎くらいであればどこが高齢化率が高いかなど資料として数字はでているので次

回資料を用意いたします。 

町ではワークショップ（検討会）は済んでいるとの認識ですが、今回委員の皆さまにも、1、

2 回ほどやっていただく予定はあります。もっと地域のご意見をきちんと聞いてほしいという

ことであれば、私達が地域と懇談をして、その結果をこの会議に反映させるということも考え

ます。 

今までの資料や今後お出しする資料を委員の方々でご検討いただき、この地区はさらに具体

的に見た方がいいということであれば、更に検討をいたします。 
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ただいま、優良農地ゾーンの話がでましたが、今回優良農地ゾーンにしている地元の皆さん

からも何故このようにしたのかというご意見をいただく場合はあります。 

土地利用計画は景観計画とは違い、法定計画という位置付けが無いため、土地利用計画の方

が町としては改訂がしやすいという位置付けにあることはご理解ください。 

 

《委員》 

土地利用計画は改訂が出来るとの説明ですが、特に農地などはそんなに簡単には出来るもの

なのでしょうか。 

 

《事務局》 

農振地域については、土地利用とは別の話になってしまうので、もし、委員（産業課長）か

ら回答が出来るようならお願いします。 

 

《委員》 

将来の見越しとか需要など、現状の世相などと照らし合わせ、これでやって行こうというこ

とで、それが現実的な意味がなく、景観を維持するために生産性のない農業を進めるのがはた

していいことなのか、それでは続かないだろうと思い、また、本当に担い手がいないのかなど

の現実的なことを見極めながらやっていくしかありません。それは結局景観の話をすると産業

政策に話が戻ってくるので、当然臨機応変にやることが必要になると思います。 

 

 

《事務局》 

現在指定されている農振農用地を変えるという事は、自分の農地なのに自分の自由に出来な

いといわれてしまうとその通りで、ただ、その決まりの中で今までも動いていたはずなので、

農地を持たれた以上はその決まりに従っていただくのが町の考えになってしまいます。一旦そ

ういったことは抜きにして、こういった景観の方がよいとか、土地利用の方がよいというのは

話し合うべきだと思います。 

6. その他 

《事務局》 

色々なご意見はあるかと思いますが、本日は初めての顔合わせですし、お渡しした資料を見

ていただき、次回にはこの資料を持ってご参集ください。 

次回の会議は 6月 27 日の週あたりで調整をさせていただきます。 

 

7. 閉会 

《事務局》 

それでは、長時間にわたりありがとうございました。これで、第 1 回目の「高森町景観計画

策定委員会」を終わらせていただきます。ありがとうございました。 


